




痒干IJ にこ~当ナこ-ってご

香川県小学校教育研究会社会部会

香川県社会科教育研究会

会長川田豊弘

今，学校教育は知識や技能をひとしく身に付けさせることを重視した教

育から，自ら考える力を餐い創造的な知性と能力を育てることを重視する

教育へと基調を大きく変えてきています。

この時代の要請をしっかりと踏まえて，今年度は「個性を生かし，基礎

・基本を大切にする社会科学習ー問いと論証の調べ学習の実践ー」と

いう研究主題を掲げて研究を進めて参りました。

何といっても研究のあゆみの中核は，大川郡三本松小学校と坂出市ふれ

あい会館を会場とした要季研修会でした。夏季休業中という困難な条件の

中で研究授業を行ってくださいました三本松小学校の先生方，また，ご多

用にもかかわりませずご指導くださいました高野尚好先生，池内 博先生

に改めて厚くお礼申し上げます。

また，各郡市研究会が総力を結集して行った定例研究会は，三豊郡河内

小学校，大川郡造田小学校，高松市四番丁小学校，丸亀市城坤小学校，坂

出市林田小学校，香川郡大野小学校，仲善，綾歌を会場として開催しまし

たが，いずれも内容の濃いものであり，香社研の研究を大きく前進させた

ものであります。

この冊子は，こうした研究の足跡でありまして，改めてこ｀努力いただい

た会員の皆様方に厚くお礼申し上げます。

なお，平成 4年 11月 12日（木） 13日（金）に第 29回全国社会科

研究大会を大川郡大内町立三本松小学校で開催すべく，現在，鋭意，準備

を進めているところであります。

つきましては，大川社研の会員の方々の格別のご努力と県下全会員のカ

強いご支援を心からお願い申し上げます。
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香社研総奎

1 日時 平成 3年 4月 28日（日）

9 : 3 0 ---1 2 : 3 0 

2 場所 附属坂出小学校

3 日 程 9:30 - 11:00 理事会

11:00 - 12:30 総会

4 内容

(1)平成 2年度の研究経過

(2)平成 3年度の組織と運営

(3)平成 3年度の年間計画

・ 定例会の日程

• 夏季研修会について

(4)平成 3年度の研究主題

個性を生かし，基礎・基本を大切にする社会科学習

ー子供同士が互いの考えを生かし，伸ばし合う学習を求めて一

(5)香社研 40年史編集計画

(6)平成 3年度 郡市社研役員名簿

(7)連絡網

(8)平成 3年度 香社研会員名簿
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定例研究会

6月定例会・・・三骰（河内小学校） 6月 1日

6年 「源 頓朝と鎌倉沿府 1
授業者 安藤清和（河内小）

提案者 宮武昭裕（桑山小）

指祁者 岡根淳二先生（観音寺市教委）

6月定例会・・・大川（造田小学校） 6月 29日

5年 「造田にやってきた村上製作所」

授業者 大高哲也（造田小）

提案者 三井甫彰（多和小）

指導者 岡田 弘治先生（常任指導者）

9月定例会・・・高松（四番丁小学校） 9月 2l日

5年 「伝統を生かす工業 ～香川漆器～ l 

授業者 金崎美穂（四番丁小）

提案者 松川幸代（亀阜小）

指導者 高橋英弐先生（高松市教委）

1 0月定例会・・・丸危（城坤小学校） 1 0月 26日

4年 「道と私たら ～大久保じん之丞さん

から学ぼう～」

授業者 北分英樹（城坤小）

提案者 山野正登（城坤小）

指導者 大西孝典先生（常任指導者）

1 1月定例会・・・坂出（林田小学校） 1 l月 2日

5年 「新聞の持つ働きについて調べよう」

授業者 吉田和弘（林田小）

提案者 虫本利久（川津小）

指導者 猪熊一生先生（坂出市教委）

l I月定例会・・・香川（大野小学校） 1 1月 l9日

5年 「広がる閲境汚染」

授業者 小原歓昭（大野小）

提案者 野口泰三（浅野小）

指渫者 高橋英弐先生（謡松市教委）

1月定例会・・・綾歌（飯山南小学校）

2月定例会・・・仲善（普通寺東部小学校）
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5 月定例会 C三観）の研究内容

1 日時 6月 1日（土） 14:00-16:30

2 場所 河内小学校

3 研究授業

単元名 6年 「源 頼朝と鎌倉幕府」

授業者 安藤清和（河内小）

提案者 宮武昭裕（桑山小）

指導者 岡根淳二先生

4 提案内容

テーマ 「社会認識を高める社会科学習の展開」

ー 調べ活動を通して，個性的な理解を 一

5 討議．指導内容

・ 当時の武士の生活について．具体的にイメージを持つ必要が

あるのではないか。そのことがないと．先陣あらそいをする 2

人の気持ちにはせまっていけないのではないか。

・ 高綱と景季の人物像にせまるための．具体的な資料（生活．

家柄など）がもっと必要である。そして．人物の臭いのする授

業をしていくべきである。

・ 個性的な理解ということをねらいとすれば．学習活動 5のふ

きだしという表現活動がどうしても必要だったのではないか。

・ 個性的な理解ということで大切にしなければいけないことは，

個性的な問いではないか。自ら，考える値打ちがあると判断し

た問いに支えられた調べ活動であることが大切である。
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6 月 定伊リ今 C大）Il ) の研究内容

1 日時 6月 29日（土） 14:00-16:30

2 場所 造田小学校

3 研究授業

単元名 5年 「造田にやってきた村上製作所」

授業者 大高 哲也（造田小）

提案者 三井 重彰（多和小）

指導者 岡田 弘治先生

4 提案内容

テーマ 「自ら学び，生き方を見直そうとする社会科学習」

一 国際理解的な視点に立って 一

5 討議，指導内容

・ 村上製作所について調べたことから，何が見えてくるかとい

うことが大切なのではないか。本時の場合，交通網の広がりと

か技術革新というようなことが内容として学ばれていくことが

必要である。

・ 村上製作所の学習と同時に，日本の工業のようすとか人々の

努力ということが内容として必要ではないか。

・ 学習問題の書き方を工夫すべきではないか。内容と表現の見

通しのあるような書き方（ ～ を調べて ～ にあらわそう。

くわしくしよう。）のほうが子どもにはわかりやすいのではな

しヽか。

・ 広さ，値段，位置，環境ということで相互交流をさせようと

したが，時間や内容のつながりということを考えて，どう相互

交流がおこなわれるかということの教師の見通しが必要である。
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9 月定例会 C高松）の研究内容

1 日時 9月 21日（土） 1 4 : 0 0 ~ 1 6 : 3 0 

2 場所 四番丁小学校

3 研究授業

単元名 5年 「伝統を生かす工業 ～香川漆器～ 」

授業者 金崎美穂（四番丁小）

提案者 松川幸代（亀阜小）

指導者 高橋英弐先生

4 提案内容

テーマ 「問いと論証の調べ学習」

ー 文化と伝統の視点から 一

5 討議．指導内容

・ 個を生かす授業とは．子どもの持つ教材観から出発する授業

である。そして，教師と子どもの教材観が銃ーされていくよう

な単元の流れを考えることが大切である。

・ 説明板に書くという表現活動の中で，基礎基本が定着していっ

ているのではないか。そのことが，知識を自ら獲得していくと

いうことでもある。

・ 使い手の側から漆器の意味を探ることで，伝統や文化を大切

にしようとする日本人の心にせまっていこうとする考えは良い

と思う。

・ 指導案の書き方（新しい学力銀とのつながり，反応の広がり

と深さなど）はたいへん参考になった。
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1 0 月定例会（丸亀）の研究内容

1 日時

2 場所

3 研究授業

単元名

授業者

提案者

指導者

4 提案内容

1 0月 26日（土） 14:00-16:30

城坤小学校

4年「道と私たち～大久保じん之丞さんから学ぼう～」

北分英樹（城坤小）

山野正登（城坤小）

大西孝典先生

テーマ 「基礎・基本を明らかにし，一人一人が意欲的に学ぶ社

会科学習のあり方」

5 討議．指導内容

・ 道という具体物を，単元を通しての子どもの調べ学習の中に

位置づけ． 4コマ漫画をつくっていくという学習だったので意

識の流れがスムーズであった。

4コマ漫画に表現することによって．先人の願いを調べてい

こうという活動は効果的だ。しかし，先人のどんな願いをどの

ように取り上げるのかをより考えた単元展開の工夫が必要では

ないか。

・ 表現活動には意欲的に取り組んだが，子どもに論理的に考え

るという力を育てることも大切である。

• 新しい学力間に立つならば．単元の中で子どもが学習をつく

り出し，自ら判断し．自分の知識や理解内容を組み立てていく

場をのあり方をさぐっていかなければならない。
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1 1 月定例会 C坂出）の研究内容

1 日時 1 1月 2日（土） 14:00-16:30

2 場所 林田小学校

3 研究授業

単元名 5年「新聞の持つ働きについて調べよう」

授業者 吉田和弘（林田小）

提案者 虫本利久（川津小）

指導者 猪熊一生先生

4 提案内容

テーマ 「社会の変化に主体的に対応する力を育てる社会科学習

の展開」

3 討議，指導内容

・ 子どもにとって情報とは何なのかということを明らかにして

いくことが必要である。

・ コンピューターを使って，たくさんの情報を分類したり，整

理したりする活動はみられたが，新聞の意義をつかませようと

したり，情報活用能力を育てたりするためには，もっと教師の

援助（素材の教材化など）が必要である。

・ 子どもにとって調べる意欲が持て，子どもの力で調べていけ

る素材は何なのかということの研究が大切である。

• 新聞社で働く人々の工夫や苦労をつかませることは難しい。

しかし，子ども自身と結びつきが深い新聞記事を取り上げるな

どの手だてをしていかなければならない。

-8 -



1 1 月定伊り今 c香）Il) の研究内容

1 日時

2 場所

3 研究授業

単元名

授業者

提案者

指導者

4 提案内容

1 1月 19日（土） 14:00-16:30

大野小学校

5年「広がる環境汚染」

小原敏昭（大野小）

野口 泰三（浅野小）

高橋英弐先生

テーマ 「意欲を高め，主体性を伸ばす社会科学習の展開」

一 体験を取り入れた指導を通して 一

5 討議．指導内容

• 他領域との関連を図り，大主題で取り組むということは良い

のではないか。その場合．その中での社会科の果たす役割とい

うことをはっきりさせておく必要がある。

社会科のねらいは．認識をどう深めるかということであろう。

したがって．今日の学習の場合． 20年後の予想ということで

の討論ではなく．環境を守るためにどうするのかということで

話し合うほうが良かったのではないか。

・ 子どもの表現や討論という学び方を中心にした授業というこ

とでは．参考荷なる点が多かった。

• 新しい学力観では．教師主導から子ども中心へ指導法を転換

し．体験や 4年生で学んだことから．問いが生まれてくること

が望ましい。
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8月2日（金） （※進行・…••三本松小 堀紀明教頭）

時刻 内 容

提案授業

9:30 
学年 I 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

わたしの家族 私たちの大内まつ 腹家の仕事のエ夫 手袋の町 私たちの町の紡績 鎖国の扉をたた＜

．彬元名 りをしよう J・業 者

ーパセリづくり一 一棚次辰吉一 ー東洋紡績一 一井伊直弼一

大
授業者 久詰好子（三本松） 熊田春美（三本松） 上村京子←昧松） 石田佳二←味松） 児嶋 育代Cこ一本松） 大西和美 Cヨ屯:)

協 県 谷木費子（松山） 大前浩美（香西） 柴田英明（豊浜） 久保山学（郡家） 片井 功＠渡津） 野村一夫（岡田）

力 郡 石塚恵子（沖田） 三好真由姜（白島） 高田宏隆（相生） 松村和仁（多和） 田村秀忠（志度） 窪田史子（相生）

内

者 郡 国方歳子（志度） 大路真弓（本町） 竹田具治（丹生） 六車 功（中央） 大高哲也（造田） 竹内久司（鶴羽）

記録者 小山久美（造田） 梅本明宏（志度） 岩崎安徳（本町） 古澤哲夫（福栄） 角井健男（白，庇） 大石桂司（中央）

町
主 任 多田敬三（長尾） 安部静代（鴨部） 大山博文（志度） 向山智恵子（引田） 大岡真海（丹生） 佐藤正又（木町）

10: 15 

立 10:30 分科会

学年 l 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

司会者 香川浩子（城東） 黒川紀子（香西） 唐木裕志（金山） 香川佳和（栗熊） 宮武昭裕（桑山） 也山典良（麻篠）

三 提 県 高桶夕香里（亀阜） 鈴木育代（中央） 市原茂幹（栗林） 波多 誠（国北） 増井泰弘（城東） 福家正人（太田）

案

者 郡 多田敬三（長尾） 三好真由美（白鳥） 白澤ー作（富田） 松村和仁（多和） 田村秀忠（志度） 窪田史子（相生）

記録者 長榮佐代芙（苗羽） 佐藤和代（林田） 安藤雅院（飯北） 宮武克明（筆岡） 安藤 通（勝問） 樫原一宏（牟礼）

本
指導者 渡邊久仁子（県教） 岡根淳二（観教） 曽根照正（西部） 岡田弘治（川添） 大西孝典（附坂） 上川敦生（附高）

12:00 

昼食・休憩

松 13:00 

研究発表 本部提案 一一社会科「調べ学習」の展開と課題一—

提案者 池田 孝徳（附属高松小学校）

1::l :30 

小 研究発表

(1) 大社研 研究部 自ら学び，生き方を見直そうとする社会科•生活科学習 三井頂彰（多和小）

(2) 三本松小現教部地域教材における国際理解的な視点に立って 山下 博（三本松小）

邑子
14 : 30 

14:40 

ー講評一

校 講師 文部省教科調査官 高野尚好先生

記録者 安倍幸則（木太南小）

16:00 

閉会

-10 -



8月3日（土） （※進行……附属坂出小 岩倉隆視）

場 時刻 内 容

9:30 実践発表

今，社会科学習で求めたいこと一一 新学習指導要領の主旨を踏まえて一—

司会者 宇山知昌（附属坂出小学校）

実践発表者

・旅田敏弘（附属高松小学校）
坂

・上井嘉（太田小）

•田中秀年（櫃石小）

出 ・末澤康彦（扮所小）

•前川保雄（琴平小）

•原直史（観東小） 記録者古市礼恵（平井小）
市 10:45 

講演 1

ふ
11:00 

演題 「新社会科が求める授業と学校づくり」

一実践発表を踏まえて一—

れ 講師 高 松 短 期 大 学 講 師池内博先生

記録者三木克彦（福田小）

12:30 

あ
講演 2

13:30 

演題 「社会科の学習指導と評価」
し、

講師 文部省教科調査官高野尚好先生

記録者増田敏之（直島小）

会
15:00 

： 

館 閉会式
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平 成 3年度 夏の社会科研究集会 六川郡社会科研究会

研究部
繹零濱料

【大社研・研究テーマ】—_＿―二ご―-----_-----_＿---•--•一•------:—-＿-_-――＿ー―-一•--•一•一•一•--•—
i 

i 自ら学び，生き方を見直そうとする社会科•生活科学習 i 
I 

＇ 
！ ー 地域 教材 にお ける国際理解的な視点を通して一 ！ 

I 

I -

—·---•一•---•一•一•一•…,_,..． 9 ●9 9 9-•一•一·-•一•—-• •一ーー•一9,..．-一•一•一• •一••--•-一-•----•----•ー•上••一•.. 

Q 新指導要領では．どのような点が重視されているのか？？

l' 新指 導要領の改善の具体的事項

教育翠程審議会は，今次 ，改訂における社会科改善の基本方針

として大きく 2つのことを示し， 2 1世紀に向けての新社会科の

方向と具体的な内容と方法を提示した。即ち，次の 2点である。

(1) 世界の中の日本人を育てる。

(2) 知識中心の学習にならないように内容の精選を図る。

これを受けて小学校社会科では，改善の具体的事項を次の 6項

目にまとめて示した。

- -- ＿● ●● 9 ●●·-一 9 一•一•一•• ■..― 9 -•一..■ 9 9 ■ ’―-•-·-→ 9 99. ．'―.』鳳・l9 9 ■ •一•-一ー-·， . I 
l I 
① 生活科との関連を考慮して，具体的な活動や体験を重視，

I 

すること。 ！ 
② 地域社会の変化を考慮して 内容の改善を図り 外国と

の つながりにも勺付かせること 地域社今の発展を願う態

度を育てること。

i◎ 社会の変化に対応するという観点から，運翰，通信など
I i の第 3次産業の内容の充実を図ること。

iR.人 物 や 文 化 遺 産 を 中心とした歴史学習の徴底を図るよう
I 

に 内容の示し方を改めること，特に明治維新以降について

内容の精選を図ること．

R 内容の重複を避け効果的に進めるために，第 4学年の政，

治のはたらきについての内容は，第 6学年の政治のはたら！

i きに含めて取り扱うこと。 I 
！＠ 国際社会に生きる日本人を育てるために，発達段階に応！
i 
i じて国旗及び国家の意義 に つ い て 理 解 さ せ ， そ れ ら を 尊 重 l
！ する態度を育てること． I 
i i 

·-一•-一·-■•一•一 9 - •一・-一•一・ー・-，ー・'--，ー•一•.. 
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2, 新・指導要領にみる地坂教材の位置付けから

『小学校社会科の内容構成は，各学年を追って，身近な社会か

ら地域社会 ，そして国土や国民生活，さらに国際社会へと広がり

を見せている。

r --------------------------------•---------------------------------------------------------------------------， 

！ その中で 3. 4 の中 が地 土ムを としてり上 i
！げ いわゆる地域学習における オと えがちであるが 地 ！ 
；教材の開発を中学年に限定してはならない。

:. -4年から 6年まで，各学年の目標・内容に対応した適切な地 l
i域教材の開発が求められているのである。、 i 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
また，生活科を含めて， ‘1年から 6年まで，一貫した系統的な

地域教材の開発が期待されるところ で あ る 。 』

Q 研究テーマは，どのように考えて設定されたのヵ、 99

3. 研究テーマの分析

(1) 研究テーマの構造
! -------------------------------------------------------------------------------------------------------

I,--••-••---• 0- -------- I r--------------------------------

｝ ｛自ら学ぶ i ＝ i生き方を見直す i i 
L...... ~::..:::::r::::::::! I 急—- - - - - - - - - - - -- - - - ---.• - --―|―-----̀. i 
..--------0------------------------------------------------̀--------------------------------~-----------: 
【学習前】 1 社会に対する認箆

現象的なものにとどまっている

↓ 

社会を知る

視野を広げる

関べ方法

r----------------•-1 

！多様な問い！ r→i.,._＜学口｝

自分の持った問い0—• • --• ----------------．ヽ

戸--」―-------;
！学習意欲！
I---------

-13 -

-----------____________ J ___ ---―' 

， ＇  
！ 論証の遠程

~--------------------------------: 

より深め，ょり広げる

I -----------------------___ I__ ____________ --, 

i9・ 自分の判断や腺度との！

iかかわりでとらえる ： 
i i 
•-----•` ----.;------------1――-----0---・ 

I 



工•拿~

! .. . ! 
I 

知 力・①論証しこ必要な因子を調べ，基礎・基・
I 

I 
！ 本の事項を明らかにする。 ！ 

9 9 
＇ 

r-——- —·---―------＿＿-一寸

《3つの観点から l能 力！①論証は，論理的思考力により，考え I
！ 

とらえた論証の I i を深めたり広げたりする慟きをする。 i
I I I 

意味》！ ！②論証は，人問らしい深い考えの基礎！
i i 
i i として，人間らしい感情を育てる。 i 
I I 

←•一•―-----------•---------」I I I 

i学び方 i①論証は，情報から自分の論を作り， i 
I 

t 
, I その論を問いとのつながりによって，＇

I 

. .  ! 
＇ i i いっそう深くすることができる。 ！ ！ 

I I②論証は，常に，自己評価をともない l
l l つつ論理の力を育てることができる。 l
I I I 
...--•一•—•一•一•一•m二貫-•ロユ●-•~--•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•--•―•--•一•一·---•一•一·--•一•一...

このような点を踏まえて，教材内容の視点を構想した。

では＇次に．『どう教え』『どのような子供づくり』を目指そうと

するのか。確認したいことは．『自ら学び。生き方を見直す』学習

とは，『問いと論証の調べ学習，1そのものであるということであるっ

(2) 『自ら学び，生き方を見直す』（テーマとの関連）から

自らの生き方（考え方，価値観）を見直すとは，児童なりの自己

の内面 の 変 革 で あ る 。 学 習 活動の中で考えると，それは，生活経

験的 な背景からくる従来の考えや膝度，あるいは，思考場面にお

ける多様な問いや予想を見直し修 正し ，別 の観 点の 存在 を知 った

り，新しい価値に気付くことから出発する。

そのような学習過程を体験させるには，地域素材を活用して，

できるだけ具体に即した学習指導が有効であると考えた。

また，そのような学習の遅程では，自分の判断や態度とのかか

わりでとらえることが重要視されている。

一般に，社会科学習は『地岐の物知りをつくることではない』

と言われる。社会科学習では，単に知哉の獲得を目指すよりも，

社会生活や社会的事象の意味を考える能力を育てることが求めら

れている。社会的事象を人問とのかかわりの中で，その営みとし

てとらえさせ，社会的事象にひそむ人間の努力や工夫をわからせ

ることが大切である。

このような意味から，地岐敦材のもつ長所に着目し，活用する

ことを考えた。
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八
〔めざす児童像〕

『生き方を見直す』

こ とができる児童

【社会の変化と国際化に対応］

生き方の探求

（価値，考え方）

たくましく生きる日本人‘

（世界の中の日本）
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三三オミヤ公ノjヽ 写全杞芝ク＞石汗デ己

く社会科研究構想＞

学校教育目標
- 999-•一-

人や自然と親しむ豊かな心をもち

ひとり立ちをめざすたくましい子供の育成

研究主題
し---99● ●9■ ■-••一-

助け合い励まし合う人間関係の育成

自ら学び，生き方を見直そうとする社会科•生活科学習

地域教材における国際理解的な視点に立って

研究の重点

（内容） （方法） I （形悲）
--•一---如,．9---••99 

地域教材の開発 調べ学習の研究 学習活動の工夫

・t栗聾？を教材化

・;,も謬攣き
o・ 

'胃慶腎雙舒つなが

．閃夏問聾考！月確にと

・蒻襲鰐雙巴究の

• !『9町9舅

＂厨霊：：』
邊桟？びの場を設

．孟お畠嬰贔翁皐嬰字

めざ｀す LJ 児童像

〇 学習意欲をもち，主体的に教材に 0 友だち相互で高め合い，自らの生き方

働きかけ，思考判断できる児童 を見直すことのできる児童 」
て自ら学ひ‘) ＜生き方を見直そうとする）

-16 -



く研究仮説＞

(1)活動や体験を十分に取り入れ，問題解決型の指導過程を工夫すれば，自ら学ぶ

意欲や膜度が育つだろう。

(2)問題解決をすろ過程において，子ども相互の学び合いを大切にし，生き方の追

究につながる学習を進めていけば，お互いの個性を認め合い，生きた基礎・基本

を身につけることができるだろう。

く研究内容＞

(1)問題解決型の指導過程を組み，活動や体験を重視した学習活動の場と方法を工

夫する。

ア、問題解決の仕方（学習の手順方法）の研究

ィ、発達課題に応じた教材の分析一社会科•生活科の指導書もとに

ゥ、自己評価と教師の援助活動

(2)基礎・基本を大切にし，個を生かし，学び合う学習形態の工夫や手立てを開発

する。

ア、全員参加の学習と子どもにまかせる場の確保

ィ、相互交流の場の工夫

ゥ、相互評価と教師の援助活動

く評価の観点＞

(1)体験などの学習活動（調べ学習）が意欲的であったか。

(2)教材に対して，主体的慈度や学び方ができていたか。

(3)自他の長所を知り，認め合い伸ばし合うことができたか。

(4)交流の場の学び合いによって，自己惨正や個の変容が見られたか。

•一••9.,

l 
← （自己評価1)

自らの伸び（個の変容）

J 
← （自己評価2)

-17 -

＊学習指導過程の中で，個の変容が

評面できるように工夫する。



く生活科から社会科へ＞

生活科で身につけた学習の仕方や能力を甚盤として，そこから社会科に発展さ

せていくと考えると，生活科では，次のような3つの力を育てていかなければな

らない。

く自ら学び＞
! ！ 

問いをもつ

＜生き方を見直そうとする＞
II 

論証していく

具体的にみるカ

・教置的にみる

い ヵ1 ・比較してみる
•分析してみる
•分布をみる

日関係的にみる力 1

・比較してみる
•分析してみる
•総合してみる 日繹カ

視点をかえてみるカ

・多面的にみる
・逆思考をする
（自分の中に異質な目をもつ）

人
格
特
性

・意欲あふれるやる気

・共存の感情

・思いやりの心

噸究心，冒険心，好奇心 7

I 
i企画力，想像力，ファイト i

L等々」
● ● 9 9999,.,＿,.. 99 9 9 9 999 9 9 9,.. 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 999999 9 9 9, 1 

（「国際理解を目指す」学習と方法）
く生活科学習の評価について＞

1 まず子どもに積極的な姿勢がみられるか。自分で解決の方法を積極的に
見い出し・作品や，結果や，表現に一人一人のアイデアが含まれているか

2 問踵を子ども自身のものにし，それを解決させる場づくりができたか。 l 
・技能的な面を根気づよくなおすことができる。
・アイデアを出し続けることができる。
•他の人のアイデアを見習って自分のアイデアを高めることができる。

3 自分のアイデア，作品について説明したり，自分の作品で最後まで学習
を続けられたか。自分のアイデアを相手にわかるように説明できるか。

4 他の人の立場に立っていろいろと考えられるか。

-18 -



5,研究組繊

(1)全体組織
←一生活科 (1年）----t生活科 (2年）

--]学習指導し二社会科 (3年）
社会科 (4年）

竺戸食」 [-社会科 (5年）
．—-社会科 (6 年）

_J町し」
ロ青操指導部会

—•------[ 
ー一健康指導部会

□
[
ー[
-
1
[
[

「
—
|

-
-
g
B

□
」
〗

）
~
国
直
国
1
.
l
r
n
,

（
 

◎は，部会の責任者
(3)運営の方法

・年間計画に基づく役割分担を通して行う。

•原則として毎週水曜日を研脩日とし，できない場合は，その前後に行う。

(4)本年度の努力点

・過去の研究成果を生かし，主踵を中核にした研脩を行い，深化•発展できるよう
継統研究を行う。

・研究の連続性•発展性が分かるように，授業評価を明確に行い，次回につなぐ。
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［研究主題
個性を生かし，基礎・基本を大切にする社会科学習

ー問いと論証の調べ学習一—

1. 新しい教育が目指す学力観

自らの伸びの確かめと教師の援助性

香川大学教育学部附属高松小学校

池田孝徳

新学習指導要領に基づいた教育が展開されている中で，指導要録の改訂の基本的な考え方とそ

の意義が公表された。新学習指導要領と指導要録は，表裏一体のものであり，この中に新しい教

育が目指す学力観をみることができるのである。

この新しい学力観について，初等教育資料 4月号の中で，文部省教育課程企画官高岡浩二氏

は，次のように述べている。

新しい教育が目指す学力観

人間は，自分の可能性などを発揮し，よく考え，よく生き，よく生きるためによく考える存

在であるといわれる。

教育は，このような資質を覚醒させることに力をそそがなければならないといわれる。

今回改訂された新しい教育は，児童一人一人が主体的に生ぎる資質や能力である，自ら進ん

で考え，判断し，自信をもって表現したり，行動したりでぎる創造的な資質や能力の育成を目

指している。

このような教育を実現するためには，内発的な学習意欲を喚起し，自ら学ぶ意欲や能力，思

考力，判断力，表現力及び実践力などを学力の基本とする学力観に立って学習指導を創造する

ことが大切である。

したがって，日々の学習指導は，児童一人一人が，自分なりの生ぎ方や考え方，すなわち，

自分の思いに基づいて，経験したり，学んだりしたことなどを生かしながら，興味や関心ある

ことなど新しい課題に進んでかかわり，自ら考えたり，判断したり，試みたり，表現したりす

ることを基軸にして展開される必要がある。

また，このように児童が主体となって展開する過程において新たな課題の解決に生ぎるよう

に知識や技能などを自ら獲得し，それらが児童のその後の学習や生ぎ方にかかわる思考や判断，

表現などの資質や能力の体系の中において発揮されるように組み込まれるようにする必要がある。

このようにして組み込まれた資質や能力は，おのずと個性的なものであり，児童一人一人の

その後の学習や生き方に生きて働くことになる。すなわち，それは，児童の豊かな自己実現の

資質や能力となる。

また，このような資質や能力こそ，新しい教育が目指す埜礎・甚本である。 （略）

初等教育資料 4月号より
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ここで述べられている新しい学力観は大きく， 3つに整理できてくる。

① 自ら学ぶ意欲と能力

② 個性的な資質や能力と自己実現に生きて働く基礎・基本の獲得

⑤ 人間としての生き方についての自分なりの考え方

また， 3つは，新指導要録の各教科の観点そのものである。

これらは，調べ学習論の中で， 「問い」と「論証」の過程で求めてきた，子どもたちにつけた

い力と一致するものである。

小学校指導要録資料「観点別学習状況評価のための参考資料」

〔社会〕

！ 観 、ヽヽヽ

学 年 第 3 学年

社会的事象 地域社会における社会

への関心・ 的事象に関心をもち，

意欲・態度 意欲的に調べることを

通して，地域社会を大

切にしその成員として

の自覚をもとうとする。

第 4 学年

広い視野から，地域の

社会的事象に関心を も

ち，意欲的に調べるこ

とを通して，地域社会

の発展を願いその成員

としての自覚をもと う

とする。

第 5 学年

我が国の産業の発展と

環境の保全や安源の重

要性について関心をも

ち，意欲的に調べるこ

とを通して，産業の発

展を願い国土に対する

愛情をもとうとする。

第 6 学年

我が国の歴史や政治及

び国際社会における我

が国の役割に関心をも

ち，意欲的に調べるこ

とを通して，歴史や伝

統を大切にする心情と

世界の中の日本人とし

ての自覚をもとうとす

る。

！社会的な思 ！地域の社会的事象の特 1地域の社会的事象の特 国民生活と産業と の関 我が国の歴史や伝統のI 考・判断 色について考え，適切 I色や社会的事象相互の 連や国土の利用につい もつ意味及び我が国の

I I'こ判断する。 関連について考え，適 て考え，適切に判断す 1 政治や国際社会に生き

I切に判断する。 る。 i る日本人の役割につい
て考え，適切に判断す

る。

1観察・ 資料 的確に観察し，地図そ 地図や各種の資料を効 地図，年表，統計など I地図，年表などの各種

I活用の技能 1の他の具体的資料を1舌 果的に｛舌用し，その過 1 の基礎的資料を効果的 Iの基礎的資料を効果的

1 ・表現 1用するとともに，その 程や結果について分か に活用し，その過程ゃ Iに活用し，その過程や

1 過程や結果を分かりや りやす く表現する。 結果を具体的に表現す i結果を具体的に表現す I
I Iすく表現する。 る。 Iる。 、

l社会的事象 I生活を支えている公共 i健康や安全を守るため 我が国の食料生産，エ 1先人の業績や文化遺産

1 についての ！施設や人々の活動及び の諸活動，地域の地形 業生産の特色及び運輸 I及ひ政治の働きと我が

l知識・理解 人々の生活と結び付ぎ や産業の様子及び地域 通信などの産業の様子 l国の政治の仕組みや考

のある自然環境，消費 の発展に貢献した先人 ＇ や産業と国民生活との ；え方，国際社会におけ

生活や生産活動の特色 の働ぎ及び国土の特色 関連及び国土の様子な 1 る我が国の役割などを 1

や生活の変化の様子を 1や特色ある地域におけ どを理解している。 1理解している。

理解している。 る生活の様子を理解し 1

Iている。 ' i l 

1日指導要録 新指導要録

知識 理解

社

観察・資料活用能力

社会的思考・判断

会
社会的事象に対する

関心 態度

①
 

②
 

C
r
 ③ 

④ 

社会的事象への関 社会的事象に関心をもち，それを意欲的に調べるこ I
心・意欲・態度 とを通して，社会の一員として自覚をもって責任を

果たそうとする。

I 社断会的な思考・判 社会的事象から課題を見いだし，社会的事象のもつ

意味を考え，適切に判断する。

観察・資料活用の 的確な観察や基礎的な資料の活用を行うとともに，

技能・表現 その成果を具体的に表現する。

社会的事象につい 社会的事象についてその特色や相互の関連を具体的

ての知識・理解 に理解している。
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新旧の指導要録を比べてみると，旧の指導要録は，知識・理解を中心に観点を構成しているの

に対し，新指導要録は，意欲（内発的動機）を基盤に，思考・判断，表現そして，知識，理解と

している。このことから，これからの学習指導は，意欲を重視し，過程の中で得られる思考，表

現を大切にしつつ，子どもが自分なりにつかみとる内容が結果としての知識・理解になってくる

ものと考える。このようなことから，これからの学習指導は，知識・理解にいたる過程を重視す

ることが大切で，ここに自己教育力育成の視座が見えてくるのである。

新しい学力観が生まれてきた背景

社会の急速な激しい変動によって，私たちの周囲は，国際化・情報化社会と進展し，その勢

いはとどまるところを知らない状況をつくり出してしまっている。それに対して，学校教育の役割

を基礎的・基本的事項のレベルにとどめておくとどうなるであろうか。

もともと，基礎的・基本的事項の習得とは，将来において生き得る保障を与えるものであったの

であるが，急激な国際・情報社会の進展は，その保障をゆるがすものとなっている。 （ギャップ I)

ギャップ Iに対して，もう一つの問題状況がある。 80年代に入る頃から，子どもの問題行動が増

大しはじめ，登校拒否，非行の低年齢化，社会性の欠如，学業不振，無気力傾向等，問題傾向が多

様化、複合化しつつ，増大している。学校不適応現象と呼ばれる，学校教育についていけない子ど

もたちの増大である。 （ギャップ II)

図 教育の流れ
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ギャップ Iは情報社会の進展が学校教育にもたらす問題であり，ギャップ IIは，子どもの成長過

程の変質が学校教育にもたらす問題となっているのである。

このような過程の中から，二つのギャップを解消していく方向として，新しい学力観が誕生して

ぎたものと考える。

新しい学力観が生まれてぎた背景として，もう一つは，これまでの学習理論とこれからの学習理

論が変化していることである。

これまでの学習理論の考え方は，効率的に教えるということで，教える側の教師主体の学習で，

「答えを出す行為」として，結果を求める学習が中心であった。これからの学習は，学ぶ側の子ど

も側に立って，答を出す行為の意味を自ら理解する学習が必要とされてくるのである。つまり，新

指導要録の観点①～④の過程を重視し，子どもが何かをわかろうとするプロセスそのものを大事に

していくのである。

このようなことから，これまでの「認知心理学」を見直し，

① 真実性への自己接近（自分が求めようとしている所に自分が近づいていく）

R 自己実現への過程（自分の伸びを確かめ，自分の目標に近づいていく，自己評価）

の 2点が学習理論の軸となるのである。ここに過程重視の教育が見えてくるのである。

（参考文献：学校経営 高階玲治「なぜ，開かれた学校なのか」
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これまでの実践と研究課題

1. 問いと論証の調ぺ学習を支える力（自己教育力）を育てる

基礎的・基本的内容についても，子どもたちが個々の能力を発揮してそれぞれにつかみとって

いくものであると考える以上，子どもたちがどのような能力を身につけているのかということが，

内容の深まりと大きく関わってくる。十分な能力が備わっていなければ，学年に相応した質の高

い「問い」をもって社会意識を追究していくことができない場合も生じてくるのである。

そこで，本年度は，問いと論証の調べ学習を支える力を育てることを重点において研究を進め

ていきたいと考えた。そのため，次の 2点を重点とした。

① 問いと論証を支える能力を分析し，それぞれの能力を育てていくには，それに応じた授業の

タイプがあるのではないか。

② 実際の単元の内容とつないで能力を具体化し，評価をより明確にしていく必要がある。

2. 「問いと論証の調べ学習」授業のタイプ

個別化と個性化の授業について理解を深め，単元，あるいは，学年に応じて，そのバランスや

適正を考えた指導をしていくことが，自己教育力の育成につながっていくと考える。

A 個別化の傾向の強い授業

一定の基礎にそって，フィードバックしながら全員を同じレベルに到達させようとする学習。

つまり，そのための学習の方法論である。

代表的なものが九九や漠字の学習である。社会科の場合でも，地図記号や，グラフの書ぎ方

など，技能的なものを身につけていく場合に有効である。従って評価に関しても，他者との比

較や教師からの評価が比較的重要とされる。

従って，教師も個別指導とともに分かっていないことや，気づいてないことを一斉に指導す

るような出番が多くなってくると考えられる。

B 個性化の傾向の強い授業

一人ひとりが自分の特性や能力をどのように発揮していったかが重要とされる学習である。

代表的なものとして，未来のすがたを創造したり，歴史上の人物像を想像していく学習がある。

当然評価は，他者との比較や他者評価より，自己評価が中心となり，自分自身の特性を見極め

つつそれがどのぐらい伸びたかが重要なのである。

この場合教師は，援助者に徹することを原則とし，教師の出番としても，観点変更のように，

学び方のヒントを示すことが多い。
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問いと論証の授業タイプ

いったかが重要

る個性化の傾向
い学習

（自己教育力の育成
問いと論証の調ぺ学習を支える能力

り冑？閂翌；しナI；丑9閂歴旦旦ニロニカ
'¥ 

基礎となる情報提供

教師の出番

I/ I/ I I////////// I/I Iii /I// II I/ I/// I It' 
①分かっていないことを

指羽
②気づいていないことを

I 
， 指母する教師の出番

眉／／／／爪1//lllfり冒

I 

学び方の
トとなる教師の出番

B 

＇冒已 □二□□□ニアニーニニ:_I>
3. 

(1) 

(2) 

授業を通して，自己教育力を明らかにしつつ，評価のあり方をさぐる

問いと論証の調べ学習を支える力を分析する

自己教育力の育成は，決して 1学年の間になされるものではなく，各学年に応じて育てられ

ていかなけれがならない。本年度は，その単元で育てられる自己教育力の内容を次の 3つ（①

用語・事項・技能 ②調べ方 ③思考力）に分類し，授業実践の中から明らかにしつつ，各学

年の系統を考えていきたい。そのことが，具体的で有効な評価活動につながっていくものであ

ると考える。

評価のあり方

自己教育力の育成には，自己評価が重要であることについては，問いと論証の調べ学習の中

でも，何度も述べてぎたことである。 しかし，自己評価というと， 「よくがんばった」 「協力

でぎた」といった，情意的や態度的な側面ばかりがクローズアップされがちであった。自分の

特性を十分にふまえた自己評価とそれにもとづく目標値を中心に進める「問いと論証の調べ学

習」であるからこそ，この評価の問題は，十分に分析をしておかなければ，学習がたいへんあ

いまいなままに終わってしまう可能性がある。十分な自己評価力の形成があってこそ，はじめ

て社会認識の追究に関わる自己評価がなされてくるのである。そのためには，他者評価と自己

評価との関わりも含めて，評価のあり方を実践の中で考えていかねばならない。

また，評価の問題は追究していく基礎的・基本的内容（社会認識）との関係をぬきには考え

られない問題である。
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I 

(3) 社会の変化に対応でぎる単元の開発と教材研究

「社会の変化に対応して」という言葉が使われ始めてひさしいが，その間にも社会は日々の

変化を止めていない。しかし，教室で行われている授業はどうだろう。個性的な分かり方，基

礎的・基本的内容は一人ひとりが違って当然であるといわれながら，その分かり方や内容は，

変わってきているのだろうか。子どもたちが個性的な見方で社会事象を追究していこうとして

いるとき，教師自身の教材研究がもう 1度，今までいわれてぎた視点にたちかえって，教材研

究や内容分析をしてみる必要があるのではないかと考える。

① 国際化 ② 文化と伝統 ③ 情報化 ④ 環境 ⑤ 技術革新

「問い」， 「論証」， 「自己評価」の系統表

I 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

意欲を大切にし， 体験・表現の連 直接体験のよさ 見えるものの学 学び方の見通し 自己評価しなが

学 体験・表現を通 続性を重視し， を生かし，個性 習を基に見えな を持ちながら， ら，自ら個性的

年 して学び方の基 質の高い遊びに 豊かに学ぶ学習。 いものについて 基礎的・基本的 に学ぶ学習。

主 礎を学ぶ学習。 する学習。 創造力を働かせ 事項を踏まえて

題 て学ぶ学習。 論証する学習。

体験の中から問時間・空間の連実物調べを通し 1事象をつなぐ中 身近かな地域を 人物の生き方に

問 Iいを見つけ表現続的な単元構成て，個性豊かな で，創造的な問基盤にして社会共感しながら，

することで，学により，子供の感性を育て，問 いを生む。 的頷向性を見通歴史を自ら綴り，

び方の基礎を身学習意欲を高めいの広がりを重 すよう，見通し構想する。

い Iに付ける。 iる。 視する。 を持った問い

（目標値）を持つ。

···· · ·········· · ··········•······· · ··· ··· ····· · ··· · · · ·•···· ·· ·············· ··· ····•···· ·· · · ··· ················ 

その子らしい表創造的に事象を いくつかの資料 自分の目標値を

現活動の中に， とらえることで，を組み合わせて，持ち，自己評価

元構成とする。 ことで，遊びの 内容の豊かさを 個性的な論を展 しっかりした論 しながら自ら学

質を高める。 求める。 開する。 を組み立て説明 んでいく。

証 1 1 する。

自分らしさを友I自他の調整の中 個に応じた饂

達と比べ互いに から，自分なり の援助により，

よさを認め合う の分かりを記録 自己評価の能力

自己評価を行う。して，確かめる。を高める。
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A 個別化の傾向の強い授業 5年単元一米，野菜作りに取り組む人々一

,. 2時間連続の授業形態を考える

基礎的・基本的内容が生きて働く力となるためには，既習の内容が次の学習に転移し，社会事

象を見る視点や学び方として生かされなければならない。そのための方法として，単元構成の中

に 2時間連続授業を位置づけ，学習内容や学び方を定着させることが効果的であろう。

1章でも述べたように，今，教える教師から育てる教師へと，指導観が変わっていかなければ

ならない。育てる教師は，子どもの側に立ち，子どもの学習や生活に生きて働く力を培うことが

要求されてくる。ここでは，生きて働く基礎・基本を学んでいくための教師の援助活動について，

5年単元「米，野菜作りに取り組む人々」を例にみていくこととする。

2. 5年単元「米，野菜作りに取り組む人々」の学習における単元化の構想

単元の展開にあたっては，従来の単元構成を改め，米作りと野菜作りの並行学習とする。すな

わち，身近な地域と宮崎の野菜作りを比較することにより，近郊農業と野菜の主産地農業の特色

を明らかにする。そして，さらに並行学習として，米作りと野菜作りを比べ，日本の農業の課題

にせまっていくものである。

（特色 1〕「単元構成」について

① 単元構成の軸は「調ぺ問題」におく。

五年生の単元「米・野菜づくりに取り組む人々」を例にして述べよう。単元化するにあたり，

工夫したことは，表 1で分かるように，基礎・基本を内容と学ぶ力の二つの面から考え，単元構

成に表したことである。 (0は内容の基礎・基本，◎は学び方の基礎・基本）

また，体験から表現へ，表現を詳しくしたり修正したりするというように，表現活動が次々に

連続し，深まりを持っていることである。子供は，学習にめあてを持っているから学習意欲を高

めながら学習を進めていくことができる。そこで， 「問い」が生かされ，幾通りもの答えや表現

のできる「調べ問題」によって，学習を進めていくことを考えた。 「調べ問題」には，次のよう

な特徴がある。

ア 単元の学習全体を通して，個々の子供がめあてを持って学んでいく。

イ 「～の秘密を調べて，～に表現しよう」というように調べる観点と表現の手法を含めたもの

である。

ウ 一人一人子供の持った「問い」が追求でき，個に応ずることができる。

② 単元構成は，教えることと学ぷことを明確にする。

第 1次は，子供達が単元全体を見通した学習計画を立て表現方法を決める。

第 2次から第 3次は体験（実物調ベ・資料調べ）により表現する。

第 4次は，調べて表現した絵図などを教材にして交流し考えを深める。

第 5次は，情報不足の面を教師が補足して表現を充実する。第 6次は調べたことを発展させ表

現を完成する。
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学習課題をつかみ、既ぺ問題を設定

0商品作物である野菜ば、どのよう iこ
生産されているのだろう。
off菜ば市場の入荷量や天候によ，，て l e> 
価格が変動する作物である。
◎買物経験や資料を見て話し合う。

(l時間）

多頃な問いから、凪ぺ問題を設定

0一宮の野菜作りの工夫を閲ぺて、
ノートにまとめよう。
0一宮の野菜晨家を見学する計画をた
てる。
◎各自が問いを持ち、両・に従って見
学し、悶ぺたことをノートにまとめる。

(I時問l

I 
論証の因子を整理し、社会事象を理解

0米作りと野菜作りを比べると、似て
し、るところ違ってし、るところが見つか
るに違し、なし、0

0米ば価格の変動が少ないが、野菜ば
大きく変動する。米も野菜も消費者の――
ニーズに応えるため；こ、品貨を改善し｀
生産流通 ・ンステムを確立しなければな
らなし、0

◎米、野菜の生産、流通を通して自分
の論を社説にかく。 (4時問） 1/4 

介

・米や野菜（乍りの盛んな地域でば
自然条件を生かしながら、生産し
てし、る。
・日本の米の主産地である東北地
方の農家で9よ、生産を高めるため
に、品種改良•投限（ヒ・土作りな
ど努力や工夫ををしている。
•野菜の生産に励む人々は、消費
者の食生活の変化に対応した生産
を行ったり、交通や清報・共同化
の仕組みなど社会条件を利用しな
がら生産活動を行っている。

~
 

ー

g 
閃ぺ問題から学習問題を設定する

01£•野さん ・ 大森さんが、ごぽう・ A
ロンの工夫をしているのば、消費者の
好みを考えt・こり、共同化のしくみかあ
るからfころつ。一0一宮の晨家では、品質の良し野菜を
作る工夫・多品目の栽培・鮮度の保持
に努めている。
◎新詳さ・良質の野菜・価格雄持・季
節に合わせるなどから論証を進め、社
説をまとめる。 (1時問）

•-• 
8 

潟ぺ問題から学習問題を設定する

0消費地から遠いということを克服
するためにどんな工夫をしているの
だろう。
0品質の良い大量のピーマンを作る
ために共同研究している。
0野菜の価格維持のため絵送手段や
情報網の整備に力をいれている。
◎一宮の野菜作りと比較しながら主
産地の野菜作りの特色を仕組み図に
して付け加える。 (2時問） 2/2

¢コ

多様な問いから鵡ぺ問題を設定

0宮崎県の農家の人のビーマ・／作
りについて悶ぺ新聞にまとめよう。
0宮崎県ではハウスによる促成栽
培を行ったり協力して品賞向上を
目指している。
0カ＿フェリーで大都市に籟送し
たり通信網を整傭している。
◎一宮の晨家の虞ぺの観点でピー
マ・／作りについて隅ぺ記事にまと
める。 (2時問）

表 1

このように学ぶ力を育てる過程の中で，最も留意しなければならないことは，第 5次にある教師

の情報提供である。子供の情報が不足し，調べることが高まらないことが予測される場合である。

その時は，情報を提供し，教えることも重視する必要がある。何が何でも「自分で調べる」のでは

なく，子供の手に負えない場合は，教師が情報を提供し，解説する授業も必要なのである。論証し

ていくためには，そのなりの知識が要求される。このことを忘れた「調べ学習」は存在しないので

ある。教える場面と育てる場面を教師が十分把握していないと子供の意欲を育てる体験・表現の活

動を重視した「調べ学習」は成立しないのである。

（特色 2〕「問いと論証の過程での学び方」

「調べ学習」では，大量のしかも多様な「問い」を生み出すことが肝要である。

学習は， 「おかしいな」 「どうしてかな」という素朴な疑問から始まる。例えば，『経済連」を

調べている時，ファクシミリに対する疑問を調べている時， ファクシミリを見ても，何の疑問

も持てない子供と「どうしてこんなところに」と感じる子供では，その後の学習意欲は大きく違っ

てくる。ファクシミリに対する疑問を調べていくと「野菜作りが盛んになった秘密は，きっと連

絡方法に工夫があったからかな。」と次々に内容に迫っていけるような「問い」が生み出されていき，

学習意欲は，ますます高まる。このような「問い」の連続と質的な高まりが， 「調べ学習」を支え

てし、＜。
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① 「問い」を生み出す過程を重視する。

「問い」を生み出すために，どんな点を工夫すればよいのか。二つあげておこう。

ア 実物調べを多く取り入れる。

特に中学年の段階では，実際に見学に行ったり，実物に触れたりした時の驚きからたくさ

んの疑問が生み出されてくると考える。五年生の産業学習でも，まず地域にある素材を十分

に調べることを大切にしている。そうした積み上げの上に，実物調べというように，直接体

験できない社会事象について，図書・統計・視聴覚資料などによる調べが可能になり，六年

生での歴史学習などの内容についても構想することがでぎるレディネスができあがってくる

と考えられるのである。

イ 教材は子供の表現の中にある。

調べ学習では，表現は学習内容との関わりによって深まっていくと考えられる。 「日本の

農業」の授業でも子供の収集した米・野菜作りの資料のまとめから調べ問題ができ，子供の

作った農業新聞が詳しくなることが， 「日本の農業」の内容に迫ることになる。子供の表現

は，子供の反応としてとらえられ，その中から，新たな「問い」が出て，次の学習を深めて

いく。つまり，教材は，教師がある日突然提示するものではなく，子供の表現が教材となる

のである。

② 教師は，個に応じた援助に徹する。

調べ学習が教え方の学習ではなく，学び方の学習である以上，教師の役割は格別の意味を持

ってくる。調べ学習では，教師は 『援助者 』であることを鉄則にしている。

援助者としての教師の働きには，二つある。

ア 学習の流れの中で行う援助

指導案の上でも，従来，指導上の留意点を記入していた欄には，援助活動を書 く。また，

座席表によったり，コンピュータを利用したりする個に対応する援助も書く。

イ 教師の出番として，情報を提供する援助

子供の思考を飛躍させ， 「論証」を確実なものにしていく教師の援助活動である。 「日本

の農業」の授業の中で言えば，第 5次の経済連・農協・東京事務所の調べを関係づけ，輸送

・通信の仕組みがよく分かるよう，交流をする場面である。このように， 「比較する」 「総

合する」という学び方を援助したり，観点変更の手助けをしたりして，子供の思考を深めた

り，飛躍させたりする援助と，知識，情報が少なく十分な分かり方や「論証」がでぎない場

合の援助がある。

③ 子供の調整力を育てる

子供は互いに認め合い，自分の伸びを自己評価しつつ成長していく。それは，子供相互の人

間関係を育てる中で，調整力として育っていく。子供が模型や新聞を作る作業をしようとする

時，必ず話し合いがあり，役割の分担がある。そこで子供達はいつも自分の好む分担ばかり行

っていたのでは作業がうまくいかないことを経験したり，いつもは気づかなかった友達の良さ
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に気づいたりできる。このような経験が子供の人間形成の上で重要だと考えた。

④ 2時間で培った基礎・基本

本時は， 3次の 6/6と4次の 1/5を2時問連続とした学習である。 「宮崎の野菜作りが，

一宮と比ぺて市場が遠いのにピーマン作りが盛んになったのは，輸送や通信に工夫があったか

らに違いない。」という学習問題をもとに学習が展開する。個の見通しをもとに，野菜新聞を

調べ直し，野菜作りが盛んになった理由をグループ内でカードに書いていくのである。さらに，

そのカードをグループ内で類別する。この活動では，単にカードを仲間分けして終わっている

グループもあるが，仲問ごとに見出しをつけ， 「時間の短縮」， 「大董輸送」といった観点で

抽象化していこうとするグループを他のグループに紹介し， 「分かりやすい方法だね。」とい

う最恵モデルの評価をしたのである。
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•宮崎の野菜作りは，市場から遠距離であるということから，輪送方法を工夫したり，情報網の整

備の充実に努めていることを論証の過程でとらえる。

•産地と市湯とのつながりを仕組み図に表現することを通して，輪送と通信の関係に気づく。

く教材性となる子の意識の流れ＞ ＜教材性に学ぷ子の意識の流れ＞
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り店く出閂するために．民家や只協．経済違が遅携して．情帳

を悶たり．伯送方法を工夫している。

次時「米作りと比佼して．問四を作っておき文しょう」

＜教師の援助活動＞

0 前時までに解決

できなかったこと

を明らかにし，涸

の見通しをもとに

仕組み図に表そう

ということで意欲

化を図る。

0 グループ内で因

子を含んだカード

を類別し，交流す

る中で，友達の論

の良さに気づく。

◇ 輸送の工夫と通

信病の整備が関係

していることを仕

組み図に表すこと

で気づかせる。

。 販売面だけでな

く，計画的生産，

出荷するために，

輸送，通信の工夫

が大切になってく

ることを知らせる。

◇ 農家から市場ま

での流通の仕組み

図を論理立ててグ

Iレーブでまとめる。
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宮崎の野菜作りでは．計画生産し．計画出荷．版売

していたよ。

野菜作りも米作りも，同じ農業なのに．似ている所

と似ていない所があるよ。

宮崎の野菜作りと山形の米作りを比ぺると，共通点，相違点が見
つかるにちがいない。

観点ごとに，カ

ードに書いて，仲

間分けすると分か

りやすいよ。

農業新聞を関ぺ直して，同じ所，違う所

をカードにまとめて整理しよう。
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野菜作りと米作りの共通点．

相違点がはっきりしたよ。

野菜作りも米作りも，

市場に合った生産，出荷

方法が大切だな。

山形で米作り一筋に励

んでいる農家の人の体験談

米は国の考えで価格の変化は少ないが．野菜は，生産塁，出荷

塁によって．価格は大きく変わる。また，野菜は．年々生産地．消

R量が増えていることから．新鮮な野菜を市場に送らないといけな

い。米，野菜とも．これからは．消口者の立場に立った，生産．流

通システムを確立することが大切である。

図IV-32 本時の学習の流れ

く教師の援助活動＞

0 山形の米作りの既

習内吝と野菜作りを

比べると違いが見つ

かるという見通しを

持ち，意欲づけをす

る。

〇 グループで因子力

ードを出し合い．分

類することで．調ペ

たことを交流し．類

似点や相違点を明確

にする。

0 新聞の調ぺ直しか

ら因子が見つかりに

くしヽ 子どもには． パ

ンフレット． VTR

で援助する。

〇 いい米を生産する

農家の人の体験談を

もとに．米作りにか

ける人間の姿に共感

させたい。

〇 米，野菜の生産．

流を通して．日本

の農業の課閉を社説

の中に論じる。
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⑤ 個別援助による情報提供

仕組み図に表現する活動では， 「きっと，農協，経済連，市場といった組織が連絡しあって

いるのにちがいない。」という見通しをもとに活動を展開する。ここでは，子どもの論理を大

切にしながら，グループごとに情報提供していくのである。 「電話で連絡しているのかな。」

「野菜の種類が多いとまちがうかもしれないね。」といった助言を涸別にしていく中で，子ど

もの論理に基づく仕組み図が表現されていくのである。ここに，個別援助による情報提供がな

され，生ぎて働く基礎・基本が子どもたちの手によって獲得されていくのである。 ｀ 

⑥ 教師の出番としての，見えない部分の情報の提供

野菜の輸送の工夫や流通網の整備，さらには，組織ごとの連絡のシステムは明確になっても，

計画生産，計画出荷については，子どもたちは気づいていない。ここで，農家，農協，市場の

三者が一体となって，生産管理，集出荷していることを知らせる場が必要となってく 9る。三者

を図式化し，計画的生産，出荷をするために輸送，通信の工夫をしているという情報を教師が

提供するのである。ここに，子どもたちが調べて見えていなかった部分を提示して，論証を深

めていく，教師の出番としての援助活動が成立するのである。

⑦ 生きて働く基礎的・基本的内容であるための教師の援助

前のページの指導案図lVー32は， 4次の第 1時で，基盤学習としての米作りの学習を踏まえ

た，野菜作りの学習の流れである。第 2次で，米作りに取り組む農家の人々の栽培の工夫，省

力化，品種改良，宣伝，保管方法について，第 3次では野菜を生産するための工夫や出荷のエ

夫について調べ，大量生産を支える輸送や通信方法を新聞に表現している。本時は，これらの

学習を土台に野菜作りから観点を変更し，宮崎の野菜作りと山形の米作りを調べ直し，両者の

相違点，共通点を洗い出していく学習である。 グループとして新聞を調べ直し，米，野菜作り

の生産の特質をカードに書き，類別して見出しをつけていくのである。この活動によって，価

格，宣伝，品種，輸送，通信等の観点が明確になり，論証の因子が子ども自らの手で発見され

ていくのである。この時に，つまずいている子には，パソフレットやビデオ等の資料で因子を

見つけさせるという個別の援助が必要である。
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B 個性化傾向の強い授業

一個が生きる授業の展開を目指して 実践例 5年単元「成長する通信販売業」より一

1. 単元「成長する通信販売業」について

この単元は，学習指導要領第 5学年内容(3)「我が国の運輸，通信などの現状に触れ，それに従

事している人々の努力や工夫について理解できるようにするとともに，国民生活を支えるこれら

の産業の意味について考えることができるようにする。」を受けてのものである。

(1) まず前提として，運輸業，通信業の今日的な流れについて述べておきたい。

前者においては，物流という点において，消費者ニーズの個別化・多様化などにより，小型

荷物の増加，運搬頻度の高まりが見られていることがあげられる。自動車輸送の利点がますま

す生かされる状況が生まれており，宅配便の定着は．その象徴といえる。後者においては，通

信サービスに対する多様なニーズの発生，情報量の増加，通信と情報処理の融合が，急速に進

行している。通信の自由化は，そうした変化への対応の一つである。また，コンピュータを電

気通信回路に接続し，種々の情報の伝送と処理を一体的に行うデータ通信も急速な発展を見せ

てきている。

この両者の変化は，現代の農工業にも影響しているし，第三次産業自体にも，もちろんその

ことがあてはまる。

(2) 本単元で取り上げた通信販売業は，今あげた運輸業や，通信業の進展にともなって伸びつつ

ある業態であり，象徴的であるとさえいえるものである。

折りしも，消費者傾向が，多様化・個性化し，それがさらに変化する現代。流通機構にも社

会の変化に対応した改革が求められているところであった。商品開発，商品情報の提供，受注，

配送，集金を一貫したシステムの中で行うことが必要とされていたのである。

通信販売業は，まさしくそういったシステムの確立した一つの形である。どの商品がいっ，

何個売れたかなどの情報をすばやく処理する機能と，その商品を素早く届ける物流ヽンステムの

統合は，通信販売の命ともいえる部分なのである。

(3) 以上のような理由から，本単元は，通信販売業についての調べを接点として，運輸，通信業

の現状に触れていくという単元の構成をとる。通信販売業が伸びてきた要因を探ることによっ

て，運輸，通信業に従事している人々の努力や工夫に目を向けていこうとしたわけである。

こうして，それぞれの産業は独立して進展するのではなく，お互いに影響し合っていること

を産業構造の変化としてつかませ，国民生活を支える産業としての意味をより具体化する。さら

に，通信販売業の成長の要因として，女性の社会進出や，セルフサービスになれた現代人とい

ったことを取り上げ，これからは，逆に，人と人とを結ぶふれあいがより一層大切になってく

ることに気づかせていく。
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そこで本単元の基本を次のように考えた。

「短時間に小型荷物を運ぶ運送手段の発達，情報を正確かつ素早く流す通信網の整備，消費

者の考え方の変化などが，情報による取り引きである通信販売業の伸びを生み出している。

こういった現状のもとでは，人と人とのふれあいをより一層大切にしなければならない。」

「成長する通信販売」

第 1次 セシールのカタログや三•四年のノートを基にして， 「問い」をつくる計画を立てる。

（学習課題） 『通信販売業」について調べよう。

第 2次 問いをグループで交流・整理しながら解決の方法を話し合い，調べ問題をつくる。

（調べ問題） 『通信販売業 』の伸びの秘密を友達と交流しながら明らかにし，ノートにまと

めよう。

第 3次 グループごとに情報の交流をし，自分なりの解決方法をノートに書く。

第 4次 個々の目標値に従って，調べたことをグループで構成し，通信販売の伸びの秘密を明

らかにする。

（学習問題） 産直通販の伸びの秘密をめあてに従って，より明らかにしよう。

第 5次 通信販売業の伸びの秘密をグループごとに発表する。

第 6次 これまでの調べで分かったことをノートにまとめる。

第 7次 通信販売業の伸びの秘密を文章にまとめ，発表会をもつ。
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2. 個が生きる単元の展開

(1) 単元構成

① 
〇 通信阪売業は，マスメディアやカタロ

グなどを使って販売し，電話などにより
注文を受けて配送するという形態をとっ
ている。

〇 通信阪売の業績は，近年ぐんぐん伸び
てぎている。

〇 セツールのカ タログをみて，通信販売
業についての話を聞く。

0 3 ・ 4年のときの社会科のノートをも
とにして，問いをつ くる計画を立てる。

学習課題
「通信販売業について調べ よう 。」

(1時問）

短時間に小型荷物を運ぶ運送手段の発達。
情報を正確かつ素早 く流す通信網の整備。消
費者の考え方の変化。これらが情報による取
り引きである通信販売業の伸びを生み出して
しヽる。

しかし，こういった現状になりつつあるこ
とを考え，人と人とのふれあいをより一層大
切にしなければならない。

⑦ 
〇 通信販売業は，国民生活をより便利な方

向に変えようとしている。が，このこと
によって人間関係が希薄になってはなら
なし ‘o

〇 これまでの調べから通信販売業の伸び
の秘密を文章にしてまとめ，発表会をも
つ。

0 自分たちの調べをもとに日本の未来像
を描ぎ，人間としてのよりよいあり方を
みつめる。 ． （2時間）

:····· ·· · •· ····· ···· ·· ··· ··· ·· ····· · j•• ··· · 

⑥ 
〇 ここまでの調ぺでわかったことから，

第 2次でつくったセツールの問いを解決
し，ノートにまとめる。

(2時問）

② 

-36 -

0 3年生「私たちの商店街」， 4年生「県内の
産業と交通」の学習が，通信販売業を調べる際
の問いをつくる基盤となる。

0 3・4年生で学んだことから，セ ツールを例
にして通信販売業を調べる問いをつくる。

〇 問いをグループで交流．整理しながら解決の
方法を話し合い，学習の計画にする。

調べ問題

「通信販売業の伸びの秘密を友達と交流しな
がら明らかにし，ノートにまとめよう。」

(1時間）

〇 幹線道路の整備などにより，短時間かつ安価
に輸送できる運輸業が発達している。

〇 正確で素早くかつ多様な情報の行ぎ来が，供
給者と消費者の距離を縮めている。

〇 運輸業・通信業の発達が流通経路を短縮し，
正確で信頼性のある情報による取り引ぎを可能
にしている。

〇 女性の社会進出，余暇の過ごし方の変化など
により，人々の考え方に変容が見られる。

③ 

④ 

⑤ 

0 産直通販，郵便局ふるさと小包，デバート
のカクログ販売などから，調べてみたいもの
を決める。ゼ‘ノ ールでの問いのつ くり方に学
んで問いをもち，自分なりの解決をノートに
書く。

〇 同じ通信販売を調べる水のがグループにな
って，ノートをもちより情報の交流をする。

(2時間）

〇 グループ内での情報の交流から，解決でき
ていない問いや，新たな問いを見つけ，さら
なる追究のための問いを一人一人がもつ。

〇 見通しや調ぺ方を含んだ目標値を定めつつ，
自らの問いを解決する。

0 個々の目標値に従って調べたことをグルー
プで構成し，自分たちの選んだ通信販売の伸
びの秘密を明らかにする。

(4時間）本時 3/4| 

0 選んだ通信販売業の伸びの秘密をどのよう
に明らかにしていったか，グループごとに発
表する。

〇 他のグループの発表を聞ぎ，わかったこと
をノートにまとめる。

(1時間）



(2) 本実践単元の主張点

本単元の構成は，先にあげたとおりである。もう一度概略を述べ．さらに，本実践で主張し

たい点について記してみたい。

単元の概略

・ セシールを例にして，通信販売業を調べる際の問いのつくり方を一斉に学ぶ。

・ 自分の調べたい通信販売の伸びの秘密について問いをもち，目標値を高めながら個性的

に論証する。

他の通信販売を調べたグループの発表をもとに，論証を深める。

・ セシールについてつくった問いを一斉の場で解決し，論証を確実にする。

• これまでの調べをもとに，人間としてのよりよいあり方を見つめる。

主張

• 一人一人の問いや特性が，グループや全体にかき消されることなく生ぎていく。個々の I
追求の過程があくまでも保証される。

・ 調べる事例も，学習の順序も，個によって異なり，基礎となる内容をとらえる過程が異 I

なりつつも，単元を通してみた場合，どの子も基礎的・基本的内容を確実にとらえる。 1 

こうした個が生きる授業（個性化をはかる授業の展開）を実現するために，配慮した点につ

いて，以下実践内容を含みながら列挙することとする。

3. 授業展開にあたって配慮した点

(1) 認識の系列を大切にする

第 2次で， 3・ 4年時のノートをもとにしながら通信販売業に対する問いをつくることにし

た。これは，本単元で取り上げる通信販売業で学ぶべき基礎的・基本的内容が，認識の系列で

どのような基盤の上に成り立つものかを明確にするためである。

販売と消費という面においていえば，第 3学年の内容(3)「…地域の人々は品質や価格などを

考えて購入していることや，商店や商店街などでは販売について工夫していることを理解でき

るようにするとともに……。」，産業と交通網という点では，第 4学年内容(3)「・・・県全体の地

形や主な産業，都市や交通や交通網などを調べたり白地図に記入したりして，それらの特色に

ついて理解できるようにする……。」が基盤になる。

こういった認識の系列の上で基盤となる内容を明らかにすることによって，どの子にも追求

する価値のある，他と交流できうる問いがもてると考えた。これは，従来問いをつくるといい

ながら，浅くて雑多な問いであるとか，意味ある問いとかいうとらえ方の反省に立つものであ
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る。

また，学習を進める原動力となる問いを分析することで，認識を深めるためにどのような交

流や援助を行っていくことがよいのかを明らかにすることができる。単元を組んでいく上でも，

個々の認識に応じた構成のボイントが見えてくる。本単元では， 「セシールを事例にして問い

「自分の選んだ通信販売について自らの問いを解決する」

「セシールに対する問いを解決する」というふうに認識を次第に深めていく

のつくり方を学ぶ」，

プの調べに学ぶ」

「他のグルー

場を保証することにした。
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(2) 個の学びと一斉学習とのかかわり

従来，個の学びと，一斉学習とのかかわりについては，次のような考え方が大勢を占めてぎ

た。

一つの事例を共通に学習し，基礎的・基本的内容をつかむ。その後，個・グループに他の事

例を選択させ，一斉学習で学んだ内容を適応し，学び方の定着をねらってきた。

また，｛固の学びで多様な見方や考え方を出させ，一斉学習でまとめるという展開も多くして

きた。

いずれも，極端にいえば，一斉学習を補うために個の学びを取り入れるという考え方である。

本単元では，個の追求過程を保証するということから，一斉学習の位置づけを変えてみた。

セシールを共通の事例としながらも，まずは，問いのつくりかたを学ぶに留める。次に，自分

の調べたい通信販売について，一人一人が問いをもち，目標値を定めながら解決をはかる。そ
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の子なりに基礎的内容をつかんでいく。

こうした個の学びでつかみ切れなかった基礎的内容を第 5次の他のグループとの交流や第 6

次のセシールの問いの解決といった一斉学習の場で補う。つまり，一斉学習の場でも，個によ

ってつかむ内容が異なってくるわけである。

「第 3次 一人一人が自らの問いにしたがって調べる」

(3) 
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学習への意欲を高める，多面的に内容をとらえる，あるいは， リーダーを養成するという意

味から， グループ学習が用いられている。

しかし， これまでのグループ学習のあり方には，問題点もある。本来個を生かすためのグル

ープ学習が，結果として一人一人の追求意欲をそぐことにもなってぎたということである。沸1

いをグループで集約するという名のもとに，個々の問題意識が切り捨てられる。」 「新聞記事

をふくらませるということで，自分の調べや問いと違った視点で学習が進められる。」 「活躍

しているのは数人であり，傍観的な立場にならざるをえない子もいる。」といったことである。

本単元には，同じ通信販売を調べたもの同士，情報の交流をするというグループ学習がある。

絵図もみんなでつくる。 しかし， グループの絵図には，一人一人のコーナーがあり，個々の問

いをきちんと位置づける。自分の調べを公開し，自らの調べを反省的に見つめる場とする。

つまり， 「自発性を生かし，自分の調べや考えを自他の関係のなかで反省的に見つめ修正し

ていく。」という，学び方の発達課題達成の方法としてグループ学習を取り入れたのである。
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(4) 自己評価しつつ目標値を高めて学ぶ

個の追求の過程を保証するとか，一人一人の問いが生かされるとかいっても，自らの調べを

高めていこうとする姿勢がなければ，それは，ひとりよがりで深さのないものになってしまう。

どうしても，自他の関係のなかで，自らの調べを高めていこうとする学び方を育てる必要があ

る。それが，自己評価と目標値という表裏一体の学び方である。

具体的に述べてみよう。第4次に自分の選んだ通信販売業の伸びの秘密を論証するという活

動がある。第 1時で「北海道から鮭を送ると腐ってしまうこともあるのではないか。」という

問いを自分なりに解決し， 「宅配便で送るから。」と書き，グループの絵図に公開をする。他

人の調べを見たり，友達と対話をしたりしながら， 「なぜ宅配便だと腐らない間に着くかとい

う理由づけができていないな。」と自らの調べを反省的に見つめる。そして，第 2時では「宅

配便の仕組みを入れよう」と目標値を定めつつ論を深めていくのである。

このように，自らの調べを自己評価しつつ，目標値を高めて学ぶことによって，真の意味で

個の生ぎる学習が成立するものと考えている。

「第 4次 自己評価しつつ目標僅を高めて学ぷ姿」

第
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(5) 教師の援助活動

個が生きることが本単元の学習の主張である以上，教師の姿勢も当然その方向で規定される。

教師は，その子なりの見方や考え方を大切にしながら，学ぶ力を育成する援助者，相談者にな

りきらねばならない。

本単元では，次の四つを教師の役割と考え，通信販売業の伸びの秘密を明らかにしていく子

どもの学びを援助した。
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①目標値の低い子に対する援助 ②情報量の少ない子に対する援助 ③表現方法を工夫し

ようとしている子に対する援助 ④論理づけを目指している子に対する援助

l 
それぞれの場において資料を提示したり，交流の相手を助言したりする。授業のなかでは，

教師との相談コーナーを設け，子供たちが自発的に，気軽に相談に来れるような雰囲気づくり

を心がけた。

また，第 7次の学習では，子どもたちにとって目が向きにくいこれからの人間のあり方とい

う点について示唆を行った。人と人との生のふれあいの大切さについて考えさせたのである。
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本時の学習（第4次 3/4における教師の援助活動）

(1) 目標 自分たちの調べた通信販売業（産直通販＜宅配便＞，郵便局ふるさと小包，生活総合カクロ

かにすることができる。

(2) 学習指導過程

問い と論証の過程 （産直通販グループを例にして）

一人一人が追求している問い

新鮮なまま届
くのには工夫が
あるはずだ

前時の主張
I I I 

宅配便を使う 1

からすぐに送れ
る

人気の秘密は

商品にも関係あ
るはずだ

値段がかえ
って高くなる
のでは

季節に合わせ
て商品をカクロ
グにのせる

流通経路が
短くなりその
分安くなる

宣伝していな
いのに売り上げ
が伸びている

A 
・: 

： カタログの商：

；品が店で売られ：
：ているか
....・・..・ー・・・..i"............. 

1回目の印象
がよく，信頼感
を得て次も買う

子ども

1 自分たち
ふるさと小
の秘密を明
を確認する。

(1) グルー
の目標値

B ! C 
.... ---.. ---.,---.... -.. -. -:-, -.......... -... I... -......... -~ 

商品の種類: : 使っている人：
：とつないで考: :の声をわかりや：
：えてみよう ： ：すく書く

..............,・・・...........; 

(2) グルー
全体の場で

(3) 本時の
打ち合わせ

産直 通 販 の 伸 び の 秘 密 を め あ てにしたがってより明らかにしよう

産地→営業所→ 産直 スーパ 普通のスーパ 1回目 宅配の
発信ターミナル ーや店ではめ おじさんにカタ
→遠距離乗り継 夕張メロン・ ったに手に入 ログをもらって
ぎ→到着クーミ ある めった らないものだ 使ってみようか
ナル→集配所→ になし、 から多少高く

↓ 
家 てもよいと人

囀・・・・・・・・・・・・-・・・---・--・ -・・.. 鮭 々は考えてい 2回目 新鮮だ

II なまの 塩づけ る。 ったし値段から
|・ • - ＊ • - - - - ・ • - - - - - - - - - - - - - - - - - - まま 消費者の考 考えるとよかっ

売り上げ報告 え方の変化 た
データ通信

.•• ........ ・↓ ·············•· -----------------・---. --. --. --. -------------------------- ------------------------

全国に広がる 普通の店では 値段は，商 使っている人
集配の仕組みが 買えないような 品がどんなも の気持ちの変化
整い，品物を確 ⇔ 商品がのってい ⇔ のかを考えて ⇔ が前よりもよく
実に素早く届け ることが伸びの こそ比較でぎ わかるようにな
るんだな。 秘密だな。 るよ。 ったよ。

2 目標値に

(1) 目標値
いを解決
る。

(2) 自分の
ードに書

3 グループ
れの通信販
る。

(1) 友達の
の主張や
に書く。

集配能力の仕組みを整え，合理化された宅配便が素早く確実に商品を届けるの
で，消費者の信頼が得られ，他に置いていないものを扱える。

他のグループの友達に自分の調べを聞いてもらって，次のめあてを立てる手が
かりをみつけよう。

,
 
．．． 
,
 
．．．．．． 

商
て

た
っ
う

つ
や
ろ

い
う
だ

う
ど
の

そ
を
ぷ

品
運

.•••

• 

,＇,． 

(2) 一人一
プで構成

(3) 友達の
をする。

4 他のグル
し，次時の
を聞く。

(3) 形成過程における評価 自分の調べた通信販売業の伸びの秘密を目標値にそってより深めて表現で
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グ販売，生協）の伸びの秘密を輸送手段の発達，通信網の整備，人々の考え方の変化などの視点から明ら

の学習への取り組み 目標値のタ イ プによる教師の援助活動

の調べた産直通販，郵便局
包などの通信阪売業の伸ぴ
らかにするための活動計画

プのなかで本時の一人一人
を発表する。

プの代表が自分の目標値を
発表する。

学習の流れをグル ープ内で
る。

従って一人一人が活動する

に従って，個々で自分の問
するための資料つくりをす

つくった資料の主張点をカ
ぎグル ープ内で公開する。

内の友達の主張からそれぞ
売業の伸びの秘密をまとめ

目標値のタイプを確認する。／目楔値の低い子に対応する。

全 各グループの代表者に目標値を発表させるなかで，
確認する。

目標値のタイプを

情報不足を補
おうとするタイ

プ 1

................... -------.... 

左の産直グル
ープでの A

主張文も加えながら，自分
中心としたまとめをノート

人のまとめの文章をグルー
する。

文章をみて，ノー トの修正

ープの友達と 1対 1で交流
目標値をつくるための意見

表現をわかりや

すくしようとする
タイプ

左の産直グルー
プでの C

目標値かl低い喝合 l....................................... l................'. 
＇ 同タイプの子どもの目標値を参考にさせ，前時の調べをもとに ：
＇ 目標値に対する自己評価をすすめる助言をする 。
← .．．．．．．．．．．．l・・・ ・・ ・・ー・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・ ・=

ーゴ
目標値のタイプ別に子どもの相談にのる。 （産直通販グループ

を例にして）

論理づけをして
いこうとする タイ

|プ
・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

左の産直グルー
プでの B

I 教師の手持ち
資料や他の子ど
もの調べを参照
させる。

.... 

集酋
ー‘‘

: : てし、<。 l 

I 宅配便の仕組
みが加わって，
なぜ商品が早く
正確に届くかわ
かってきたね。

論理づけの視点 1
を明確にする。

例）カタログ商品
とデバートで売ら
れている ものを比
べている調べを参
考に ，商品の違い
から値段を考え，

I 

調べをすすめる。

前時までの子ど
もの表現物を参考
にさせる。

例） △グループの
〇夫君は流れ図の
よ うにして，品物
の変化を書い てい
る。 それを参考に ！

Iしてみよ 1う。 j 

l I 

目標値に対応しての伸びを賞贄する。／まとめの苦手な子に援助する

| O夫君二:Iを参考にしながら，i

使う人の気持ちの i
I瓢；ょく分かっ I

全 自分の主張を中心にしながら，グループの友達の意見を入れて，通信
販売業の伸びの秘密をまとめていくことを伝える。

II 自己 評価力の育っていない子に対する援助 II 

個 k児， 0児のペアの交流に参加し，伸びの評価を助けるとともに，不
足している点について示 をするという援助をする。

1

,

 い
あ
た

安
係
け

い
関
つ

高
と
見

の
品
を
。

段
商
と
ね

値
，
こ
だ

は
る
ん

きてし、るか。
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